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Abstract 

Various Chinese dialects are used in the Chinese society in Southeast Asia. The Chinese 

society consists of people whose dialects differ considerably depending upon their background. 

Many studies on the Chinese society in Southeast Asia, with emphasis on the difference 

of dialects, have been conducted in fields such as history, sociology, and economics. How-

ever, studies in these fields lack geographical analysis of the dialect groups. Negligible 

attention has paid to the residential pattern of such dialect groups. 

In the field of geography, on the other hand, most studies were done on the residential 

pattern of the Chinese society in Southeast Asia rather than on the Chinese dialect 

groups. Although there exists a study of Chinese dialect groups by HODDER (1953), this kind 
of study has been ignored by geographers. 

This study analyzes a distribution pattern of Chinese dialect groups in Sarawak, East 

Malaysia, and shows how such a pattern has developed. For this study, the Malaysian popula-

tion census data of  1970 was utilized. In addition to the census data, materials gathered by 

the author through interviewing Chinese dialect groups during his field survey done in April, 

1979 were used in this study, as well as literatures published by Chinese associations from 

each dialect groups. 

There are seven major dialect groups in Sarawak  : Hakkas, Foochows, Hokkiens, 

Cantonese, Teochews, Henghuas, and Hainanese (Tab. 2 and Fig. 4). Location quotients 

of each district were obtained by the ratio between a paticular dialect group's population 

and entire Chinese population in Sarawak. Subsequently, a map was drawn for the 

purpose of reflecting such location quotients (Fig. 6). 
The most significant characteristics of the distribution pattern of the Chinese dialect 

groups in Sarawak is that the two major groups, Hakkas and Foochows, showed remarkable 

contrast in developing such distribution patterns. Hakkas' population concentrates in the part 

of the First and Second divisions (these administrative divisions are as of 1970) and Miri, 

but Foochows reside in the Third and Fourth  divisions, eastern part of the First and Second 

divisions. It appears that Hakkas and Foochows segregate themselves. Although Hokkiens,
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Teochews, and Cantonese are majority groups of Chinese society in Southeast Asia, they 

form minority groups in Sarawak. Their location qoutients are greater in other districts. 

In the course of immigration, there have been places where immigrants arrive and 

disperse. The Chinese dialect groups were distributed from such bases and through river 

traffic. 

As for the Hakkas, around the middle of the  19th century, they came from  West 

Borneo, then Dutch territory, to Bau in the  First Division and worked in mines . As the 
mining industries suffered from recession, the Hakkas moved to neighboring town, Kuch-

ing, and its suburbs. There the Hakkas engaged in small buisiness and agriculture, espe-

cially growing pepper. 

Foochows' immigration began when WONG Nai Siong led approximately one thousand 

people from his province of Foochow to Sibu in the Third Division between 1900 and 1902 

(Sibu was later called New Foochow). Foochow settlements were developed from Sibu as a 

base city, along the Rajang River and formed Foochows' distribution pattern today (Fig. 7 

and Fig. 8). 

Both Hokkiens and Teochews came mostly through Singapore and became active in 

commerce. In the beginning of immigration, Hokkiens extensively traded with aborigines 

such the Dayaks. They also played an important role in trading with Singapore where 

Hokkiens were dominant. Teochews opened general merchandise stores in various districts . 
Many Cantonese engage in commerce. There are also many Cantonese who engage 

in agriculture in Sarikei and Kanowit, both in the Third Division. This is attributed to the 

fact that in 1903, like Foochows, approximately two hundred Cantonese farmers immigrated 

to Sibu. Most Cantonese in Miri now work in oil wells. 

The Henghua group shows an extreme distribution pattern of high population concen-

tration in Sibu and Kuching. The Henghua settlements in Sibu began in 1912 when one 

hundred-one Henghua farmers arrived at Sibu. Henghuas dominate in the transportation 

industry such as trishaws, taxis, and buses. 

Location quotients of Hainanese are high in the most districts except the Third Division. 

There are many Hainanese who own coffee shops. Foochows have recently come into the 

coffee shop business and the result of competition between the two groups may have some 

effects in the distribution patterns. 

In 1841 James Brooke started to govern Sarawak. Since then Sarawak's development 

has been in Chinese immigrants' hands. They have chosen to live in places where their 

dialect group populated heavily. They have engaged in their traditional businessces or have 

launched their new businesses. The distribution pattern of the Chinese dialect groups today 

were formed through such business activities and choices of residential locations.

I. は じ め に

東南 アジアの華人社会 では, 様 々な中国 の方言 が用い られてい る。 それぞれ の方言の差異は非常に大 き

く,東 南 アジァの華人社会 は, 多 くの華人方言集 団か ら構成 されている。 このよ うな華 人社 会内部の多様

性 に着 目す るこ とは,華 人社会 の研究 において極 めて重 要な視 点である。

一方 ,華 人社会の方言集 団の構成 は地域 によって異 な り,華 人社会 の共通 語 あるいはそれに近い言語 も,

17



334 山 下 清 海

地域 によって異な ってい る。華 人社会が多様な方言集 団か ら構成 されているこ とに着 目した研究 は, 歴 史

学,社 会学,経 済学な どの分野において多 くな されてきた1)。須 山 卓 と内田直作 の一連 の研究 は,こ の種

の研究 の代表例で ある2)。 しか し, それ らの分野 における研究 では, 華人方言集団 を地域的に把握 す る視

点に欠 けていた。

地 理学の分野における華人研究 では, 華 人の分布 パター ンを 解 明する こ とが 重 要な 課題 の一 つであっ

た。CHANG は世界的 スケールで 華人の 分布 パ ター ンの 特色 を 究 明 し 3), SIDHU は 半 島マ レーシア

(西マ レー シア)に おける華人 の都市 への集 中について論 じた4)。 また NIEW は, マ レーシア, シ ンガポ

ールお よびブルネイ にお ける華 人の分布 パターンについて考察 した5)。 その中で彼 は, 華 人方 言集 団 ごと

の分布パター ンの特色を論 じてい るが,一 般 に地 理学 におけ る華 人研 究では, 方言集団への関心 が薄 かっ

た とい うことがで きる。そのよ うな中で, シンガポール の都心部 にお ける華人方言集 団の居住 パター ンを

明 らか にした HODDER の研究 は, 高 く評価 できる6)。また筆者 も,先 にシ ンガポールの華人方言集 団の

すみわ けの形成 について報 告 した7)。

しか しなが ら,華 人方言集 団の居住形態 を明 らかにす るこ とは,華 人社会 の研究 において,地 理学以外

の分野か ら期待 されている重 要な地理 学的課題 の一つ であるにもかかわ らず, まだ十 分に解 明 されるだけ

の研究業績 の蓄積はない8)。

そ こで本研 究は,東 マ レー シアのサ ラワ ク州 を例 に とり (第 1 図), 華人方言集 団の分布パ ター ンの特色

を明 らかに し,そ れが形成 された背景 について考察す るこ とを 目的 とす る。まず,1970年 の人 ロセンサ ス

を利 用 して,7つ の主要 な華人方言集団一 客家人, 福州人, 福建人, 潮州人, 広東人, 興 化人お よび

海 南入 ごとに,分 布パ ターンを検討す る。 かつて筆者 は, サラワクの華人方言集団 の分布パ ター ンを

第 1 図 研究対象地域
Fig . 1 Study area.
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明 らかにす るた め,各 県の華人人 口に占める特定の方言集 団の人 口比率 を円グラフで示 した9)。しかし, あ

る少数方言集団が, そ の県 の全華人人 口に占める割合が小 さい工 合, た とえその県においてその集 団が他

県 と比べて相対的 に多 く居 住 していて も,そ の ことが十分 に反映 され に くい欠点 があった。

したが って本 研究では, サ ラワクの全華人人 口に占める特定の集 団の人 口比率 を基準 に して, 各 県ご と

に立地係数 を求 めて,そ れを地図化す ることに した鋤。立地係数 は,以 下 の式 で求 めた 。

ai: i 県 にお ける方言集団Aの 人 口

bi: i 県における全華人 人 口

A: サ ラワクにお ける方言集団Aの 総人 口

B: サラワクにお ける全華人人 口

この場合,係 数値 が 1 よ り大 きい ほど,そ の方言集 団は,そ の県において特化 してい るこ とを示す 。

っぎに,明 らかにな った華 人方 言集 団の分布 パター ンが 形成 された 背景について考察す る。本稿では,

華人の移住過程, 華人集落工の形成 と拡散, お よび華人方言集団の経済活 動の側面か ら検討 する。 なお本研

究は, 1979 年 4 月 に行 った現地 での華 人に対 する聞 き取 り調査, および各種華人 団体 の資料 を中心 とす る

文献 に基づいて考察 した もので ある。

1970年 の人 口センサ スに よれば, サ ラワクの人 口は 975,918 人であ り,人 口密度 は 1km2 当た り約 4.9 人

にす ぎない。総 人 口の4分 の1は, 第 1 省の クチ ン (Kuching), セ リア ン (Serian), バ ウ (Bau) 一帯 に

集中 し, 第 3 省 のシブ (Sibu), ビナタン (Binatan), サ リケイ(Sarikei) 一帯 に も総人 口の約 5 分 の 1 が

集 まってい る。 州都 クチンは, サ ラワク最大の都 市で, クチ ン県 の人 口は, 1970 年現在 214,839 人 であっ

第 2 図 サ ラワクの行政 区分 (1970 年)

Fig . 2 Administrative districts in Sarawak, 1970. 
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た。 次いでシブ県の人 口は98,314人, ミ リ県の人 口は57,688人 で, これ ら三大県 が, サ ラワクの経済お よ

び社会 の中心 をなしてい る。

なお, サ ラワクは1973年 まで 5 省 に分 けられていたが, 1973 年 4 月か ら第 3 省 が 3 つ に分割 され て, 新

た に第 6 省 と第 7 省が加 えられた11)｡し か し本研究 では, 1970 年の人 口センサスを用い るため,従 来の 5

省 の行政区分 に従 うことにす る(第2図)。

II. 華人方言集団の構成

1) 多民族社会 の中の華人

20世 紀初頭 まで, サ ラワクの人 口は非常 に稀薄で, 内陸の広大な土地 の大部分は無人地帯 であ った。

1908年 頃 のサ ラワクの推定人 口は, 約 416,000 人であった12)。20世 紀前半 の人 口増加 は, 緩 慢であった 。

しか し,第2次 世界大戦後 の復興'7そ して ゴム,木 材お よび石油 に関連す る産業 の繁栄は, 多 くの雇用機

会 を提供 し, サ ラワク以外 の地域 か ら, 多 くの入 口を引きつける ことになった13)。 サ ラワクの人 口は,

1939 年 には約 49 万人 であったが, 1947 年 には約 55 万人に, 1960 年には約 74 万人に増加 し, 1970 年 には約 98

万人 に達 した(第1表)。

ところで, サ ラワクの人 口は,多 様な民族集団か ら構成 されてい る。19世 紀 か ら20世紀の変 り目には,

総人 口の 90% は原住民 によって 占められていた。 とくにイバ ン族(lban), す なわち海 ダヤク族 (Sea

Dayak)が, 総人 口の 29% を 占めていた。一方華人 は,当 時わずか10% を占めるにすぎなかった14)。1909

年 の華人の推定人 口は,サ ラワク全体で45,000人 で あっだ6)。 しか しその後,華 人は着実に増加 してゆき,

1970年 には華人が総入 口の 30.1% を占め, 総人 口の31.1%を 占め る海 ダヤク族 に次いで,サ ラワク第 2 の

民族集団 となった。

2) 華人方言集団 の構成

華人 は, その方書 によって い くつ かの主要 な方言集団 に分類す ることがで きる。 サ ラワクの華人方言集

団の構成 は, 第 2 表の ようであ る。サ ラワクで は,客 家 人 と福 州人が二大方言集 団を成 し, 1970 年現在 と

もに全華人人 口の30%を 越 えてい る。 これ らを,半 島マ レー シアお よび シンガポールの華 人方言集団の構

成 と比較 してみ ると,サ ラワクにおける華人方言集団 の構成上 の 地域的特色が,一 層明 らかになろ う (第

第 1 表 サ ラ ワ ク に お け る民 族 構 成 (1939 ～ 1970)

Tab . 1 Ethnic composition in Sarawak,  1939-1970.

Source  : JONES, L. W. (1962)  :  Sarawak  : report on the cencus of population taken on 15th 
June 1960. p. 59. 
LEE Yong Leng (1970) : Population and settlement in Sarawak. p. 40. 
CHANDER,  R.  (1972) : 1970 population and housing cencus of Malaysia,  commu-
nity groups. p. 46.
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第 2 表 サ ラ ワ ク に お け る華 人 方 言 集 団 の人 口構 成(1947,1960お よび1970)

Tab . 2 Population composition of Chinese dialect groups in Sarawak, 1947, 

1960 and 1970.

Source  : JONES, L. W. (1962) :  Sarawak: report on the census of population taken on 
15th June 1960. p. 128. 
JACKSON, J. C. (1968) :  Sarawak: a geographical survey of a developing 
state. p. 54. 
CHANDER,  R.  (1972) : 1970 population and housing census of Malaysia, commu-
nity groups. p. 99 and 103.

第 3 図 サ ラワク,半 島マ レー シアお よび シンガポールにおける華人 方言集 団

の人 口構成(1970年)

Fig. 3 Population composition of Chinese dialect groups in Sarawak , 
Peninsular Malaysia and Singapore, 1970. 

Numbers given in parentheses show the total Chinese population. 
Source  : CHANDER, R. (1972) :  1970  : population and housing cen-
sus of Malaysia, community groups. p. 99 and 103. 
ARUMAINATHAN, P.  (1973)  : Report on the census of population 1970, 
Singapore, Vol. 2.  pp. 32-33.
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3図)。 半 島マ レーシアお よびシ ンガポールにおいて少数方 言集 団で ある福州人 は, サ ラワクでは 逆 に 多

数方言集 団であ り,客 家人 もサ ラワクの華人社会 では,最 大の方 言集 団の地位 を占めている。一方, 東南

アジア全 域の華 人社 会において, 人 口規模お よび経 済的地位 ともに非常 に重要 な地位 を占める福建 人, 潮

州人お よび広 東人の地位 は16),サ ラワクではそれほ ど高 くない。

第 4 図は, サ ラワ クの華人方言集 団の出身地 を, 地 図に示 したもので ある。華 人の出身地 は福建省 と広

東省 に集 中 しているが, それぞれの方 言の差 異は非 常に大 き く,異 な った方言集 団相互 間の コミュニケー

シ ョンは,非 常 に困難 である。例 えば, 同 じ福建省出身者 であ る福州人 と福建 人がそれぞれ用 い る方言 の

差 異は大 きく,互 いに理解 し合 うことは困難 であ る。

III. 華人方言集団の分布パ ターン

1) 華人全体 の分 布パターン

東南 アジァにおける華人 の分布パ ター ンの最大 の特色の一つは, 都市へ の集 中傾 向が強 くみ られ るこ と

であ る。 このこ とは, サ ラワクにおいて も例外 ではない。1970年 の人 ロセ ンサ スに よる と,総 人 口の15.4

第 4 図 サ ラワ クにおける華人方 言集 団の出身地 と人 口規模(1970年)

Fig . 4 The emigrant areas and population size of Chinese dialect 

groups in Sarawak, 1970.
1. Fu- chou 福 州 2. P'u-t'ien 蓄 田 3. Hsien- yu 仙 游 4. Hs-

ia- men (Amoy) 慶 門 5. Ta- pu 大 哺 6. Mei- hsien 梅 県

7. Shan- t'ou (Swatow) 汕 頭 8. Kuang- chou 広 州

9. Wench'ang 文 昌

Source  : CHANDER, R.  (1972)  : 1970 population and hou-
sing census of Malaysia, community groups. p. 99 and 103.
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%が 都 市17)に居住 してい たが,華 人の揚合, その 34.7% が都市居住者 であった。 これ に対 し,原 住 民であ

るダヤク族(海 ダヤク族 および 陸ダヤク族)の 都市居住者 は全 ダヤク族 の2.2%で あ り,マ レー入のそれは

全体 の 17.0% にす ぎなか った18)。

第 5 図は, 総 人 口に占める華人 の割合 を県別 に示 したもので ある。 クチン,シ ブお よび ミリの三大 県で

は,総 人 口に占める華 人の割合が非常に高 く,そ れぞれ 49.1%, 64.1% お よび 40.3% で あった。しか し, そ

の他 の大部分 の県 では,総 人 口に占める華人の割合は, 25% 以下 にす ぎなか った。

2) 華人方 言集団 の分 布パ ター ン

華人方言集団 の分布 パ ター ンを考察す るため,1970年 の人 ロセ ンサスを用 いて,各 県 ご とに立地係数 を求

め,そ れ らを地 図化 した(第6図)。 先 に述 べた ように,こ の場合係数値 が 1 よ り大 きい ほど,そ の県 は特定

の方言集団 に特化 してい ることを示 してい る。以 下,各 華人方言集団の分布 パター ンの特色 を考 察 しよ う。

まず, 客家人 の分布パ ター ンをみ ると, 第 1 省 の す べ て の県, 第 2 省のルボ ク ・ア ン トゥ (Lubok

Antu) お よびサ リバ ス (Saribas), そ して第4省 の ミ リで立地係数 が 1 を越 えてい る。 とくに第 1 省 には

立地係数が高い県が多 く, バ ウの立地係数2.91は, サ ラワク全域で最 も高い。 クチ ンの立地 係数 は1.54で

ある。 なお, 第 1 省 には, 1970 年現在サ ラワクの客家人の 75.8% が居 住 してい た。

っ ぎに福 州人の揚合 を検討 してみる と,客 家人 の分布 パターン と極 めて対 照的 であるこ とがわかる。 こ

れ らの2つ の方言集 団は, 第 6 図でみ る限 り,互 いにすみわけてい るような分布 パターンを示 してい る。

福州人 の場合,立 地係数 が1以 上 の県 は, 第 3 省, 第 4 省 および第 5 省 にみ られる。立地係数 が2以 上 の

県は,い ずれ も第 3 省 に位置 してい る。 立地 係数が最 も高 いのは,ビ ナ タンの 2.73 で, シブは 2.21, サ リ

ケイは2.12で あ る。 これ らの地域 は,い ずれ もラジャン川下流域 にある。 一方,客 家人 の立地 係数が高 い

第 5 図 サラワク各県 にお ける華人 の総人 口に占 める割合(1970年)

Fig . 5 Proportion of the Chinese of the total population by district 

in Sarawak, 1970. 

Source  : see Fig. 4.
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クチンとミ リで は,福 州人の立地 係数は ともに0.5以 下である。

福建入 の立地係数 をみ ると,係 数 値が2以 上 の県 が 6 あ り,中 で も第5省 の ラワス (Lawas), 第 2 省 の

カラカ (Kalaka) お よび第 3 省 のム カー (Mukah) の立地係数 は,そ れぞれ 4.71, 3.29 および 3.24 と極 め

て高いが, いずれ も開発 が遅 れた地 域である。一方, クチン とミリでも,福 建人の立地 係数 は1以 上 であ

る。

第 6 図 華入方言集 団の分布パ ターン (1970 年)

Fig . 6 Distribution pattern of Chinese dialect groups, 1970. 

Source  : see Fig. 4.
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潮州人 の立地係数 の分布 には, かな り地域的 な偏 りがみ られ る。 第2 省 のほとん どの県 と第4省 の ビン

トゥルー (Bintulu) では,立 地係数が 2 以上 で ある。また, 第 1 省の クチ ンとル ン ドゥ (Lundu) で も,

立地係数 は1.5以 上 である。潮 州人の立地係数 が最 も高い の は, 第 2 省 の シマ ンガン (Simanggang> の

3.11 で あ り,次 いでその東 に隣接するルボ ク ・ア ン トゥの 2.93 である。このよ うな 潮州人 の分布パ ター ン

を福建人のそれ と比較 してみる と,互 いにす みわけてい るよ うなパ ター ンが認め られる。

広東人の場合, 立地係数 が 1 以上 の県 は 5 県 にす ぎず, そ の他のすべての県では,立 地係数 は1未 満で

ある。 立地 係数 が著 しく高 い地域 が, 第 3 省 にある。 カノウィ ト(Kanowit) の立地 係数 は 5.86 で,そ れ

に隣接す るサ リケイのそれ も 4.06 である。1970年 の人 ロセンサスによれ ば,サ ラワクの広東人 の 60.1% は

第 3 省 に集中 していたが,と くにカノウィ トでは,全 華人5,506人 の うち, 41.3% は広東人で あった。また,

ミ リにも多 くの広東人が居 住 してお り,そ の立地 係数 は1.72で ある。

興化人の立地係数で 1 以上の値 をとる県は, シブ とクチンのみである。 シブの立地係数 は 2.07 で, クチ

ンのそれ は 1.22 である。 その他 の県 の大部分では, 立地係数 は0.5未 満 であった。 この よ うに,興 化 人の

分布パ ター ンには, 極 端な地 域的偏 りがみ られる。 クチ ンとシブのこ工大県へ極端 に集中 し,農 村 部で少な

い とい うこ とが,興 化人 の分布パ ター ンの大 きな特色 であ る。

最後 に海南人の分布パ ター ンをみ ると, 第 3 省 のすべての県で立地係数が0.5未 満 であ るほかは,ほ ぼ全

域で立地係数は1を 越 え て い る。 とくに 第 2 省 のカラカ と第 1 省 のルン ドゥの立地係数 は,そ れ ぞ れ

2.78, 2.28 である。また,ク チ ンの立地係数は1.53で ある。

以上, 各華人方言集 団の分布パ ター ンを検討 してきたが, 各 方言集 団問にかな り顕著 な分布パ ター ンの

差異があ ることがわかった。 また, 各方言集団の分布 には, 特 定の地域 に多 く集 中す るよ うな地域的偏 り

が認 め られた。 つ ぎに,本 章 で検討 してきたよ うな華人方言集団の分布パ ター ンの差異が, いかにして形

成 されたか,そ の背景 について考察す る ことに しよ う。

IV. 華人 方言集 団の分布 パターンの形成

1) 華人 の移住過 程

1841 年 にイギ リス人 ジェームズ ・ブルック (James BRooKE) がサ ラワクの政権 を譲渡 され る以前, サ

ラワクはブルネイ王 国の勢力下 にあった。 しか し,原 住民のダヤ ク族 の反乱 が激 しく,ブ ルネイ国王はブ

ル ックにその鎮圧 を依頼 し,そ の成功 の報酬 として彼 にサ ラワクを割譲 した。 そ してブル ックは, サ ラワ

クの初代 ラジャ(Rala. 王の意味)に 任 命 された19)。当時 のブルックの支配地域は,現 在 の第 1 省 の範 囲

にほぼ相当す る。 ブル ックはサ ラワクの開発 において, 華 人移民の能力 に期待 し,華 人のサ ラワクへの移

住 を歓迎 した20)。 こうして, サ ラワクへの華人の大量移住 が始 ま ったが, 華人 の本格的な移住は, それ

以後 のことで ある。 サ ラワクへの華人の移住は, 以下に示す よ うな3つ の主要な流 れに分けるこ とができ

よ う。

(1) 西部ボルネオか らの移住

サ ラワクの西部は, 旧オ ランダ領 西部ボルネオ と接す る。 そこはかつ て金鉱業 が発展 し, 1750 ～ 1830 年

にかけて多数 の華人移民 を吸引 し,サ ンバ ス (Sambas), ポンティアナ ック (Pontianak), マ ンパ ワ (Ma-

npawa) な どに華 人集落 が形成 さ れ て い た21)。西 部ボルネオでは, ジ ャワと異 な りオ ランダの支配権が

十分 に確立せず,華 人は独 自の公司 (Konsi) とよばれ る組織 の下で生活 し,そ こは 「さなが ら一国家の観

を呈 し」 ていた働。 これ ら華人 のほ とん どは,金 鉱 山で働いていた。 ここで注意 しておきたいのは, 彼 ら

の多 くが客家人 であった とい うこ とである。

1830 ～ 1840 年 にかけて, い くらかの客家人鉱 山労働者 が, サンバス とポンティアナックか らサ ラワク第

1省 のバ ウ周辺 に移住 し,そ こで コシ ョウや野菜 の栽培お よび金鉱 山での採掘 などを行 っていた。 これ ら

客家人の多 くは,広 東省 嘉応州(梅 県周辺)出 身者 で,西 部ボル ネオの華人社 会 と同様,「 公司」 を組織 し
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た23)。

1850 年, サ ンバスおよび ポンティアナック地方 の金鉱 山で働いていた華 人労働者約3千 人 が, 国境を越

えてバ ウ地方 に大量 に移住 した。彼 らは,西 部ボルネオの華 人が組 織 していた 「大港公司」 とオ ランダ植

民地政府 との大規模な闘争か ら難 を逃 れてきた者 たちであった24)。これ ら難民 の大部分 も,金 鉱 山で働 い

ていた客家人であ った25)。彼 らは移住後, バ ウ周辺 の金や アンチモ ニー鉱 山で働 くほか, コシ ョウ栽培 を

中心 とした農耕に多 く従 事 した。金鉱業 の中心地バ ウは,華 人 によって 「金 山」 ともよばれ26),1857年 頃

には,約 4 千人の華人がバ ウに居住 していた。 一 方, サ ラワクの首都 クチンの華人 は500人 前後 にす ぎ

ず27),当 時 のバ ウの繁栄は, クチ ンが色 あせ てみえるほ どであった28)。この よ うにバ ウは,客 家人 のサ ラ

ワクへの初期 の移住の拠点 として繁栄 した。

しか し,金 鉱業の町 として栄 えたバ ウは,金 鉱 資源 の枯渇 によ り町 がさびれ, 住 民の多 くは, クチンを

は じめ周辺各地 に分散 してい った。 こ うして, 第 1 省 を中心 に, お よびそれに隣接する第 2 省 において,

客家人 が卓越す る分布パ ターンの基礎 ができあがってい った。

(2) シンガポールか らの移住

次 にみ られ たのは, シンガポールか らの華 人労働者 の大量移住 であった。 ジェームズ ・ブル ック(1841

年即位, 1868 年死去)は, クチ ン事件29)の後,華 人が再び革命 を起 こし,王 朝 に影響 を及ぼす ことを恐れ

て, 1863 年に土地 法令を制 定 し,華 人 の移住 を制限 した。 しか し,二 代 目ラジャに就任 したチ ャール ズ・

ブル ック (Charles BRooKE) (1868 年継位, 1917 年死去)は, 華人がサ ラワクの 開発 にとって大いに貢

献す るとみな し,華 人のサ ラワクへの投 資や華人農民 の移住者 を歓迎す る政策 を とった。1869 年, イギ リ

ス人経営のボルネオ ・カ ンパニーは,ア ンチモニー と金 の鉱 山の開発 のた め,シ ンガポールか ら2千 人位 の

華 人労働 者 を導入す るこ とについて, チ ャール ズ ・ブル ックの同意を得た。 また彼 は, 1872 年, 華人 開拓

農民 に特典 を与 える新 しい土地法令 を公布 した。 そ の結果, 1875 年 まで に, シ ンガポール華人 の投 資によ

るガンビール (gambier) とコシ ョウを栽培す る会社 が, 3 社成 立 した。1876年 には,開 墾 を奨励す る別

の土地 法令 をさらに発布 し,こ れ ら2っ の法令 は, シンガポール華人のサ ラワクへの移住を促 した。 ボル

ネオ ・カ ンパニーは, サ ラワク汽船会社 を設立 し, 1876 年以後, シ ンガポールか らクチンまでの華人労働

者 の輸送 にあた り,毎 月 100 ～ 200 名位 の華人労働者 がクチ ンに上陸 した。1870 年か ら 1889 年にかけて, と

くに 1880 年以 降, 西部ボルネオか らの移住 に続 く第2の 華人大量移住が始 まった。 この時期 の華人労働者

は, 主 としてシンガポールか ら来住 した30)。

この時期 にサラワクへ移住 してきた華人 は,様 々 な方言集団に属する者 であ った31)。このよ うに,ク チ

ンは華人移民 のサ ラワクへ の上陸地点で あるとともに,各 地 へ分散 してい くための基地 で もあった。

(3) 中国 か らの移住

1889 年, サ ラワク政府 はシ ンガポールか らの華人労働者 の移入 を とりや め,サ ラワク開発のた めの労働

者 を,直 接 中国 か らの移民 に求 めることにした。 これは, シ ンガポールか ら来 た華 人労働者 が体質 的に,

劣 り,農 業や鉱業 に従事す るのに適 さなか ったた めであ る32)。

中国か ら直接サ ラワクへの大規 模な華人労働者 の移住 は, 福州人のシブへの移住 によって始 まった。

1880 年, チャールズ ・ブル ックは,未 開発 であった ラジ ャン川一帯 を華 人が開墾 す ることを希望 する旨の

通告 を出 した。そ してその条 件 として,種 々の優遇措置 を講 じた33)。

このよ うな状況 下で,福 州府閾清県人の黄 乃裳 (WoNG Nai Siong) は, 1900 年, 清朝末期 の内政不安

や生活苦 にあえ ぐ農民のために, 新 しい移住地 を求めてシ ンガポールを訪れ,そ こでチャールズ ・ブル ッ

クの華 人労働者募集 の話 を聞 きつ けた。 そ して直 ちに現地 を訪問 して, チャールズ ・ブル ックに謁見 し,

ラジ ャン川沿岸 のシブー帯 を福州人 の開墾地 にす る契約 を結 んだ。 そ して,華 人労働者募集 の資金 は, サ

ラワク政 府か ら借 りるこ とになった34)。黄乃裳 はサラワク政府 か ら20年間免税 の特約 を得, そ してアヘ ン

の輸 入,賭 博 場お よび妓館 の開設 を禁止 した35)。
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当時, クチンを中心 にサ ラワク川一帯の開墾は進行 しつつあったが, ラジャ ン川流域 の開発 は, ほ とん

ど行われていなか った。1900 年 11 月, 黄乃裳が率いた72人 の福州人労働者 が,福 州か らシブに到着 した。

っついて1901年 には,福 州で募集 された閾清,古 田両県 の500人 余 りの福州人が, そ して1902年 には さらに

540人 が,い ずれ もシブに到着 した。福州人移民は,ま ず 自給用 にサ ツマイモや野菜 を栽培 し,後 に商 品作

物 として コシ ョウや ゴムの栽培 を始 めた36)。これ ら前後3回 にわたる移住者数 は1,070人 余 りで,そ の うち

家族 ぐるみの移住 は130家 族余 りであった37)。こ うして シブは,サ ラワクの福州人の最大の中心集 落 として

発 展 し,「新福州」 とよばれ るよ うにな った38)。

そのほか,福 州人 と同様 に農業開拓者 として集 団移住 してきた集 団に,広 東人 と興化人 が挙 げ られ る。

広東人 の場合, 1902 年に三水 県出身の郵 恭叙 が 「新広東農業公司」を組織 して,シ ブの東郊約5kmの 地点

か らラジャン川上流の カノウィ トまでを広東 人の開墾地 とす る契約 を,サ ラワク政 府 と結 んだ。凱恭叙は,

帰 国後広東省清遠,三 水, 四会, 広寧工な どの諸 県で農業移民 を募集 し, 1902 年には これに応募 した29名 が

シブに到着 した。その後1903年 には50人, 1904 年には47人 が到着 し,そ して1917年 までに シブに移住 して

きた広東人 は,計 676 人に達 した。新広東農業公司 は,初 め コシ ョウの栽培 を行い,後 に ゴムの栽培に重 点

を移 した。 しか し,コ シ ョウの価格 の暴落 で,新 広東農業 公司は倒産 し,凱 恭叙 も1908年 頃, このた めに

帰国 して しまった39)。しか しなが ら,こ れ らの広東人移 民はその後各地 に分散 していき,そ の結果, 1970

年の人 ロセ ンサスにおいて も,ラ ジャン川流域 とほぼ一致す る第3省 では, 広東人の人 口は12,433人 であ

り,福 州人の72,015人 に次いで多か った。

一 方,興 化人の場 合, 興 化地方で キリス ト教の布教活動 を行っていたアメ リカ人宣教師 ウィ リアム ・ブ

ルー スター (William BREwsTER) が, 1911 年にシブを訪 れ,福 州人の開墾地 の成功 ぶ りを視 察 し,サ ラ

ワク政府 と契約 を結び,シ ブを興化人 の開墾地 に決 めた。1912 年, 最初 の興化 人移民 101 人 が, 憂 門

シンガポールー クチ ンを経 由 してシブに到着 し, 1913 年 には第 2 陣 40 人 が同 じ くシブに到着 した。 その

後引 き続 いて,興 化人 がシブに移住 して きた。 しか し,開 墾作業 には困難が多 く,移 民 の一部 は帰 国 した

り, シンガポールや半島マ レーシアのペラ州 シティアワン(Sitiawan), ジャ ワのスラバ ヤな どに再移住 し

てい った40)。

以上, 中国大陸 か らの3つ の主要な農業移民集団の移住 は, シブ を中心 とす るラジ ャン川流 域 におけ る

開発 を促 した と同時 に,今 日の ような華人方言集 団の分布パ ターンの基礎 を形成 してい ったのである。

2) 華人集落の形成 と拡散

っ ぎに,華 人方言集団の分布パ ター ンの形成 を,華 人集落 の発展過程 か ら考察 しよ う。

(1) クチン とそ の周辺地域

前述 したよ うに, バウは客家人 を中心 とす る西部ボルネオか らの華人移住者 が多 く居住 し, 1857 年頃 に

は,首 都 クチ ンよ り繁栄 した町であった。 しか し,そ の後 の金鉱 資源 の枯渇 によ りバ ウは衰退 し,華 人 は

クチンをは じめ周辺各地へ分散 してい った。 先 に述べた1857年 の クチ ン事件 によ り,ク チンの町の大部分

は焼失 したが, その後 のシンガポールか らの華人労働者 の大量移 住によ り,ク チンは, サ ラワクへ の華人

移民の上 陸および各地へ の分散 の基地 として, またサ ラワク華人の経済, 社会 の中心地 として発展 してい

った。

クチ ンが初期 のサ ラワク華人社会 にお ける中心地で あった ことは, 各方言集団の華人会 館の 多 くが, ク

チ ンに集 中 して設 立 された事実 か らも明 らかである41)。サラワクにおける最初 の華人会館 は, 1853 年にク

チ ンに設立 された古晋 (クチン) 広恵肇 公会であ る42)。これは,広 東人 と広東省恵州府 出身 の客家人 の連

合 によって設立 された同郷 団体 である。っつい てクチンには, 1864 年に潮 州公会(1933年 以前 は順豊公司

と称 した), 1871 年 に福建公会, 1881 年 に客家人の嘉応五属同郷 会, 1898 年 には海南人 の掠 州公会 が設立

された43)。

華人移民は,ク チンか ら各地へ分散 してい った。そして未開地 を開墾 し,新 しく集落工を形成 してい った。
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それ らの集落 を足掛 か りとして, さらに奥地へ進 出 してい った。客家人の多 くは, コシ ョウとゴムの栽培

を中心 とした農業に従 事 したが,福 建人 と潮州人 の多 くは, 商人 として各地 に分散 していった。そ のよ う

な華人の各地 への拡散の例 として,潮 州人 の場合 を検討 してみ よ う。

第2省 の シマ ンガンは, 1970 年の人 ロセンサスによると,潮 州人が最多数 を占め, クチンに次 ぐ第 2 の

潮州人集中地 区で もあ る。 ジェームズ ・ブル ックの統治後, 潮州人が この地 区を開墾 して農業 を行い, ま

た川沿い にあ るロングハ ウスに住 むダヤク族 との交易 に従事 した。 潮州人 の中で も潮安県礼陽村出身者が

多 く,そ のためシマ ンガンは 「小礼陽村」とよばれた。1960年 代前半の潮州人 の工職業 をみる と,米 の販売 と

雑貨店の経営が最 も多 く,そ の次 に農業 に従事す る者 が多か った。 シマ ンガ ンの町の100軒 余 りの商店 の う

ち43軒 は,潮 州人 の経営 であった44).

(2) ラジ ャン川流域

1862 年に ラジ ャン川流域 がサラワクに編入 され, シブに要塞 が造 られ, シブはラジャン川流域の開発の

本 拠地 とな った45)。しか し,シ ブの町 の急速 な発展 は, 1900 年に始 まる福州人移民 の集団移住以後 のこと

で ある。早 くも1902年 には,詩 巫(シ ブ)福 州会館 が設立 され た46)。

さて, ラジャン川流域は ほぼ第 3 省の範 囲に相当するが, 第 7 図は1970年 における華人 の方言集 団別人

口構成 を示 したものである。 ほ とん どの県 で,福 州人が最大多数 を占めている。 とくにビナ タンでは, 全

華人 の 84.2% を福州人 が占め,シ ブでは 68.2%, サ リケイで も 65.3% を占める。

第 7 図 サ ラワク第3省 における華人方言集 団の人 口構成(1970年)

Fig . 7 Population composition of Chinese dialect groups in the 

Third Division of Sarawak, 1970. 

Source  : see Fig. 4.
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っ ぎに, このよ うな華人方言集団の分布 パター ンが形成 され た背景 を,福 州人集落 の発展過程 を通 して

検討 してみ よう。第 8 図は,福 州人開墾 地の発展 を示 してい る。た だし,図 示 され た集落以外 に,ク チ ン

や ミ リの よ うに福州人が商人 として進 出 していった集落 があるが,そ れ らは除 かれ てい る。 福州人 の開墾

地 は,最 初 の開墾地 であるシブを中心に,主 として ラジ ャン州に沿 って拡散 していった。前述 したよ うに,

シブに最初の福州人開墾地 が形成 されたのは1900年 であるが, ラジャン川 を下 って, 1908 年 にはビナタン

に,そ して1910年 にはサ リケイに,そ れぞれ福 州人開墾地 が造 られた。福州人が移居 して くる以 前,ビ ナ タ

ンとサ リケイでは, ともに福建人や広東人がすでに原住民 との交易や農業 に従事 していたが, 彼 らの多 く

は シンガポールか ら来た者 であった。これ らの地 に遅れて進出 して きた福州人は,未 開地 の開墾 を行い,

ゴムの栽培 を始 めた47)。

一方, ラジャン川 の上流に も,福 州人集落 が形成 され ていった。 カノウィ トに福州人 が到達 したのは

1910年 であ り,そ れ よりさらに上流 のカ ピー ト (Kapit) への福州人の進 出は, 1923 年 になってか らである

(写真1)。 カノウィ トは,ラ ジ ャン川沿いで最初 に開かれた町で, そ の開発は シブ よ り古い48)。この地 に

最初 に到達 した華人 は福建人で あ り, そ の次 は広東人で あった。 カピー トに最 初に到達 した華人 も福建人

であった が, 彼 らは両地 において,原 住 民 との交易 にもっぱ ら従事 し,ゴ ムや コシ ョウの栽培 を始 めた の

は福州人 であった49)。

このほか,ラ ジ ャン川流域だ けでな く,開発 が遅れた第 4 省 にも,福 州人 は開墾地 を形成 してい った。バ

ラム (Baram) へ の進 出は, 1920 年頃で あった。また,ゴ ム価格 の高騰 の影響 を受 けて,ム カーや第4省 の

第 8 図 サラワクにおける福州人開墾地の発展
Fig . 8 Development of Foochow settlement in Sarawak. 

Numbers in the map show the year of establishment of Foochow settlements.

資料: 劉強 (1950): 砂羅越新福州墾揚志. 南洋学報, 6- 2, 9- 13.

劉子 政編(1979):『 黄乃裳與新福州』 ほか。
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セバ ウ (Sebauh) に福州人 がゴム

園を造 ったのは, 1925 ～ 1926 年頃

であった。 さらに第 2 次世界大戦

後 も,福 州人 の新 しい 開墾地 が,

第 2 省 のシマ ン ガ ン や第 5 省 の

リ ム バ ン (Limbang), ラワス

(Lawas) に開かれ た50)。

以上 みてきたよ うに,福 州人 の

多 くは農業 開拓者 として,各 地へ

拡散 していった。 これ らサ ラワク

各地 に居住す る福州人 の中心地 は

シブである51)(写真2)。 シブ中華

総商会 の会員 を方言集 団別 にみる

と,1979年 現 在,会 員 485 名 の う

ち301名 は福州人 で, 全会員 の62

%を 占めていた。そ のほかの会員

では,福 建人 が 49 名, 興 化人 と客

家 人がそれぞれ 35 名, 潮州人 が23

名,広 東人(広 東省恵州府出身の

客家 人を含 む)が20名, 海 南人 が

15 名, その他 が7名 であった52)。

1979 年 4 月の調査 では,中 華総商

会の理 事のほ とん どは福州 人であ

り,シ ブ の市長 も福州人 で あ っ

た。シブの華人社会 では,福 州語

が共通語で あ り,「新福州」 とよ

ぶ にふ さわ しい福州人 を中心 とし

た社会が形成 されてい る。

(3) ミリとそ の周辺

ミ リはサ ラワク第3の 都市で,

サ ラワク東部 にお ける華人社会の

中心地で もある。 ミリの発展 は1910年 の油 田の発見 に始 ま り,香 港か ら石油採掘労働者 として,華 人 が大

量 に募集 され て来 た53)。ミリの油田労働者 の中に広東人 が多いのは,こ のためで ある。 また,ク チ ン, シ

ブ,そ の他 のサ ラワク各地 か ら再移住 してきた華人 も多い。 客家人 が第 1 省 および第 2 省 の一部 に多 く居

住 しているこ とは先 に述べ たが,ミ リ県 でも客家人 が最大の華人方言集 団であ る(写 真3)。1970年 の人 ロ

セ ンサスによれば, ミリの都市部 の人 口は 35,702人 で, その うち華人は 20,059 人 (総人 口の 56.2%) であ

った。

ミリの町は第2次 世界大戦 中に戦 災で破壊 され たが,戦 後新 しい都市計画 に基 づ い て 再建 された (写

真4)。 聞 き取 り に よ れ ば,ミ リでは,バ ラム川 (Baram River) 流域 の未 開発 の豊富 な木材資源 を求 め

て, シブか ら移動 して来 る福州人 が,最 近多 くなった とい う。 その他 の第 4 省 および第 5 省 の各地, と く

に ミリ近郊では,ゴ ムに代 って油 ヤシの広大 な農 園が新 し く造 られてい るのが よ くみ られ る。

写真 1 ラジ ャン川上流 に位置す るカ ピー トにお ける華人 の

店舗兼用住 宅 (Shophouse) (1979 年 4 月 12 日)

Photo . 1 Chinese shophouses in Kapit located at the 
upper Rajang River (April 12,  1979).

写真 2 シブの中心部 にお ける伝統 的なれんが造 りの華人商

店 (1979 年 4 月 13 日)

Photo. 2 Traditional Chinese shophouses built of bricks 
in the center of Sibu (April 13,  1979).
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3) 華人方言集団の経 済活動

東南アジアの華 人方言集 団の経済

活動には,方 言集 団ご とにかな り明

瞭 な特色がみ られ る54)。サラワクの

華 人方言集 団の場合 に も,同 様 な傾

向がみ られるが,こ のこ とは,華 人

方言集団の分布 パターンの形成 と密

な関連がある と思 われる。そ こで,

まず各華人方言集 団の経済活動 の特

色 を検討 して,そ れ らと分布パ ター

ンとの関連 を考察 してみ るこ とにし

よう。

(1) 各華人方言集団 の経済活動

多 くの客家人 は,従 来 よ り農業,

とくにコシ ョウ とゴムの栽培に従事

してきた55)。しか し,ク チ ンやその

周辺地域 の町 の中心部に居住 す る客

家人 は,商 業, と くに縫製業,金 物

業,質 店 ・時計店 ・雑貨店 ・薬 店な

どの経営 に従事す る者が多い56)。ミ

リ で は,薬 店や洋服店 を経 営す る

客家人 (と く に 大哺 出身者) が多

い57)。

福州人は, もともと農業移 民 とし

て来住 した。 シブでは,福 州 人が商

業の分野に進出す る以前, 多 くの商

業は福建人 によって営ま れ て い た

が,現 在では シブに限 らず第 3 省 に

おいて,福 州人は各種 の商業 へ進 出

してい る。 ラジャ ン川一帯 には豊富

な木材資源 があ り,林 業 および製材

業 へ従事する福州人 が多 く,こ の分

野では他 の華人方言集 団を圧倒 して

い る58)。また最近 では, ミリや ビン

トウルーにおいて も,木 材 関係の事 業への福州人 の進 出が著 しい。1960年 代後半, ミリへ移居す る福州人

が しだいに増加 したが, 彼 らの多 くは,シ ブ,ク チ ン, バ ラムな どか ら来 た者 で, 木材関係の職業 に従事

する者 が最 も多 い59)。

サ ラワク とシンガポール の貿易 は非常 に頻繁に行われ,両 地 は経済的 にも,社会的に も密接 な関係 を有 し

てきた。 シ ンガポールの最大 の華人方言集団 は福建人であ り,現 在で もサ ラワク ・シンガポール問の貿易

では,福 建人が活躍 してい る。第2次 世界大戦前 のクチ ンでは, 多 くの貿易業 は福建人 によって営まれ,

そのほか雑貨店経営, 為替仲 買業,貴 金属店経営 などに, 多 くの福建人 が従事 してい る。福建人 は,人 口

規模 か らみる とサ ラワク第3の 華人方言集 団であ るが, 経 済的には非常 に有力 で,州 都 クチンの中華総商

写真 3 ミ リの客属公会(客 家 人の同郷 団体) (1979 年 4

月 15 日)

Photo. 3 The Hakka Association, Miri (April 15, 
1979).

写 真 4 ミ リ の メ ー ン ・ス トリー トの新 しい 華 人 商 店 街

(1979 年 4 月 14 日)

Photo. 4 New Chinese shophouses along the main 
street, Miri (April 14,  1979).
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会 では,福 建人が指導的な役割を果

た してい る鋤。

最初 にサ ラワクへ移住 してきた潮

州人の多 くは,農 業 と商業に従事 し

た。1868 年, 二代 目ラジャであるチ

ャール ズ ・ブル ックの即位後, サラ

ワク政府は,コ シ ョウお よ び ガ ン

ビールの 栽 培 を奨励 した。 そ れ に

呼応 して, 第 1 省 の クチ ン や バ コ

(Bako) な どでガン ビールの栽培 を

した者 の多 くは,潮 州人 であった。

1880 ～ 1890 年頃,ク チ ンの商店 の約

90% は, 潮 州人が経 営 していた とい

う61)。

潮州人の経済活 動をみ ると,雑 貨

店経営 を中心 とする商業 に重 点があ

る。移住の初期の商業形態は,原 住

民 との交易 が中心 であった。す なわ ち,小 舟 に商品 を積 んで, 川べ りにあるダヤ ク族 の ロングハ ウス (写

真5) や マ レー人 の村 を訪問 して,原 住民 の産物 と商品 を交換す る形態であ った。 第4省 の ビン トゥルー

県 のタタウ (Tatau) の例 をみ ると, 1906 ～ 1930 年頃 の潮州人 の商業活動は, もっぱ ら海 ダヤク 族 を対象

とした交易 であった。 海 ダヤク族 か ら得 る物 の中では, と くに Belian とよばれ る硬質材 が重 要で,こ れ

らと交換 に海 ダヤク族 は, 砂糖 塩,タ バ コな どを手 に入れ た62)。また, 第 2 省 のエ ンキ リリ (Engkilili)

での海 ダヤ ク族 との交易においては,潮 州人商人 は,ゴ ム,米, 籐な どを原住 民か ら手 に入 れた63>。この

よ うに,原 住民 と交易 しなが ら,し だい に川 の上流 に固定 したバザールが形成 され, 潮 州人商 人が定着 し

て商店 を開設 してい った。 この よ うな形態は,福 建 人商人 の工合 も同様 であった。

広東人 の最大 の集中地区で あるサ リケイにおける広東人 の多 くは, コシ ョウや ゴムの栽培 に従事 する農

民 である。 また, シブの広東人 も, 主 として農 業に従 事する。一方, クチ ンには広東人経 営の商店 が多い

が,福 建人や潮州人の商業 と比較 して,洋 品雑 貨店,靴 店お よび貴金属店な どに広東人経 営の ものが多い 。

ミ リでは油 田労働者の中に広 東人が多 く,と くに油 田の機 械工 の大多数 は広東人で ある64)。

クチンでは, チャール ズ ・ブル ックの時代に, 興化人がすで にシンガポールか ら移住 し,豊 富な漁業 資

源 に着 目して,も っぱ ら漁業 で生計 をたてていた。古晋興安会館 (1946 年設立), 古晋華人漁船公会 (第 2

次世界大 戦後設立) お よび興化合作社 (1951 年設立) は, 主 に興化人 の漁 民によって組織 され ている65)。

シンガポールお よび半 島マ レーシアにおける興化人 の運輸業 での卓越 は,非 常 に顕著 であるが66),サ ラワ

クの興化 人の場 合 も例外 ではない。 クチ ンには,興 化人 によって古晋 自由車商公会 (1957 年 設立)が 組織

されている。シブの周辺部では,農 業 に従事す る興化人 が多いが,都 市部 に住む興 化人の多 くは,自 転車,

自動車, タ クシー,バ スな どの交通運輸業 関係 の職業 に従事 している。

海南人の職 業 をみて も,シ ンガポールや半 島マ レーシア との共通点 がみ られ る。 す なわ ち, コーヒー店

経営 を中心 として,飲 食業 に携 わる海南人 が非常 に多い。T'IENの 調査 によれば, 1948 ～ 49 年現在 のクチ

ンのコー ヒー店経営者 の 88% は, 海南人 であった67)。しか し最近 では,海 南人 に代 って福州人 のコー ヒー

店経営が増加 してい る。 このこ とは, マ レーシア, シンガポールお よびブルネイにおいて,同 様 にみ られ

る傾向であ り,海 南人の青年がホ ワイ ト・カ ラー的 な職業 を選択す る傾 向が, しだい に顕著 になって きた

ことを示 している68)。福州人 が卓越す る第 3 省 において, 海南人の分布 が少ないのは, この地域 にお ける

写真 5 ラジャ ン川沿 いの海 ダヤク(イ バ ン)族 の ロング

ハ ウス (1979 年 4 月 12 目)

Photo. 5 Sea Dayak  (Iban) longhouse by the Rajang 
River (April 12,  1979)  .
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コー ヒー店の多 くが,福 州人 によって営 まれてい ることを反映 している と思 われる
。T'IEN の研究で も,

1948～49年 のシブにあるコー ヒー店18軒 の うち, 14 軒は福州人経営の もので,海 南人経営 の ものは3軒 に

す ぎなか った69)。

(2> 華人方言集 団の経済活動 と分布パ ター ンの関係

以上 検討 してきたよ うに,華 人方言集団の経済活 動には, 各 々の方言集 団が,特 定 の経済活動分野 に集

中する傾 向がみ られた。換言すれば,各 方言集 団問で, 経 済活 動においてあま り競合 しない よ うに,そ れ

ぞれ の方言集 団が分業す る形態 になってい る とい えよ う。

このよ うな華人方言集 団の経済活動の特色は, 華人方言集団 の分布パ ター ンの形成 に も影響 を及 ぼ して

きた と思 われる。クチ ンの例 をみ ると, 1948 ～ 49 年当時, クチンには705軒 の華人商店があ ったが,そ の う

ち潮 州人所有 の ものが207軒, 福建人所有の ものが173軒, 興化人所有 のものが67軒, 広 東人所有 の ものが

50軒, 海 南人所有 のものが15軒, 福州人所 有の ものが13軒 な どであった70)。この ようにクチ ンの市街地 で

は,潮 州人 と福建人 の商店 が集中 し,ク チ ン県全体で最大 の方言集 団である客家人は, 主 として農村部 に

おいて農業 に多 く従事 している。また市街地 では,同 種の華人商店が,特 定 の地 区に集中 してい るが, 前

述 したよ うに華人方言集 団が特定 の職業 に集中す る傾 向が強いため,結 果 的に市街地 では,同 一方言集 団

が多 く集 中 して居住す る地 区がみ られ る。

先に述 べたよ うに,客 家人 と福州人は, ともに農業活動 において優勢 であるのに対 し,福 建 人 と潮州人

は,い ずれ も商業活動 に多 く従事 してい る。 す なわち,客 家 人 と福州人, お よび福建 人 と潮州 人のそれ ぞ

れの経済活 動には,互 い に共通点 が多い とい える。先 に検討 したよ うに,こ れ らの方言集 団の分布パ ター

ンを相互 に比較 してみる と,客 家人 は福州人 と,福 建 人は潮 州人 と,そ れぞれ互いにすみわけているよ う

なパター ンになっている。 この ことは,客 家人 と福州人, および福建人 と潮州人 の経済活動が,相 互 にあ

る程度競合 関係にあるために, サラワク各地へ の方言集団の拡散過程で, 結果的 に互いにすみわけるよ う

な形態にな った と思 われる。言 い換 えれ ば,以 上述べ てきたよ うな華人方言集団 の経済活動にお ける分業

形態は,地 域 的すみわけを助長 したものと考 え られ る。 しか し,華 人方言集団 の経済活 動 と分布 パター ン

との関連 については,今 後 さらに詳細 な検討 が必要で あろ う。

V. む す び

本稿では, 1970 年の人 口セ ンサスを用 いて, サ ラワクにおける華人方言集 団の分布パ ター ンの特色 を明

らかに し,そ れ らが形成 され た背景 について考察 して きた。 その結果, 各華人方言集団の分布パ ター ンに

は,か な り顕著な差異があ り,特 定 の地域 に多 く集中す るような地 域的偏 りが認 め られ た。 と くに客家人

と福州人, お よび福建人 と潮州人 は,そ れぞれ互い にすみわ けてい るような分布 パターンを示 した。

つ ぎに,こ の ような華人方言集 団の分布パ ター ンの差異が, いかに して形成 されたかにつ いて,華 人の

移住過程, 華 人集 落の形成 と拡散, そして 華人方言集団の 経済活動の3つ の側面か ら 分析 した。サ ラワ

クへの華人の移住 は, 3 つ の主要 な流 れに分 けることができる。 最初の大規模 な華人のサ ラワラへの移住

は, 19 世 紀中頃の 旧オ ランダ領 西部ボルネオか らバウ地 区へ の客家人鉱 山労働者 の移住で あった。 これに

よ り, 第 1 省 を中心 とす る客家人 の分布パ ターンの基礎が形成 された。 第2の 華人の大規模な移住 は, 19

世紀後半の シンガポールか らの華人 の移住 であった。 各種の華人方言集 団が クチ ンに上 陸 し,そ の後, 原

住民 との交易 をは じめ各種 の商業や ゴム, コシ ョウの栽培 を中心 とした農業へ従事す るため,各 地 に進出

してい った。 そ して, 19 世紀末か ら20世紀 初頭 にかけて,中 国 か ら福州人,広 東人 および興化人 の農民 の

集団移住が行われた。 この移住 によって,そ れ までほ とん ど未 開発で あった ラジャン川一帯 の開発が始 ま

り,そ の地域 において福州人が圧倒的に卓越 す る分布 パターンが形成 された 。

さ らに,華 人方 言集 団の分布 パターンを,そ れ らの経済活 動 との関連 か ら検討 した。サ ラワクの華人の

経済活動 には, 各 々の華人方言集 団が,特 定の経 済活動 分野 に集 中す る傾 向がみ られ る。 主 として,客 家
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人,福 州人 および広東人 は,農 業 に従事す る者 が多 く,福 建人 と潮州人は, もっぱ ら貿易業や雑貨店経営

をは じめとす る商業活動で優 勢であ る。少数方言集 団である興化人 と海南人は, それぞれ交通運輸 業, お

よ び コー ヒー店経営 を 中心 とす る飲食業 とい ったそれ らの方言集団が専門 とす る職 業 に多 く従 事 して い

る。 このよ うな華人方言集団の経済活動にお ける分業形態 は, 方言集団相互 の経 済活動 での競合 を緩和す

るよ うな地域的すみわ けを助長 した と考え られる。

筆者は, 現 在, 東南アジア全 域における華人方言集 団の居住形態 の調査研究 を進 めてい るが,本 稿 で明

らかになったサ ラワクにお ける華人方言集 団の分布 パターンの特色 を, 東南アジァの他 の地 域 と予 察的 に

比較 を試 みる と,以 下のよ うな ことが考 え られ る。 シンガポール,ペ ナ ン,バ ンコク,ジ ャカルタ,マ ニ

ラな どの東南 アジアの大都市では, 福建人や潮 州人, あるいは広東人 のよ うな方言集団が卓越 し,大 きな

経済力 を有 してい る。 しか し, サ ラワクにおいては, これ らの方言集 団は少数派 にす ぎない。 すなわち,

東南 アジアにお ける華人の経済活動 の中心地 域では,福 建人,潮 州人お よび広東人が優勢であ るのに対 し,

その他 の方言集 団は,そ れ以外 の周辺地域 に相対的 に多 く居住す るとい う構 図を考 えるこ とができよ う。

サラワクは, シンガポールや半 島マ レーシア西海岸 の華人 の経済活動 の中心地域 か ら遠 く隔 った周辺地 域

に位置 し,都 市 が十分 に発達 してお らず, 広大な農村地 域で ある。本稿 で検討 したサ ラワクにお ける華 人

方言集 団の分布パ ターンは,周 辺地域 にお ける華人 の特色 を示 してい るといえ よう。

本研究 は, 1978 年 11 月 か ら 1980 年 11 月にかけての2年 間, 文部省 アジア諸国派遣留学生 として, シンガ

ポールの南洋大 学(現 シ ンガポール国立大学)地 理学系 に留学 中に行 った研究 に基づいてい る。

留学の機会 を与 えて下 さった文部省, シ ンガポールへの留学 をすす めて下 さ り,目 頃御指導 を頂 いてい

る筑 波大 学地球科学系 山本正三教授, また筆者 の東マ レーシア調査旅行 への参加 を許 され,華 人社会 につ

いて多大 の御教示 をいただい たシンガポール国立大学地理学系の黎経富 (LOY Keng- Foo), 饒 尚東 (NIEW

Shong-Tong) 両博 士, お よび筆者の留学中南洋大学地理 学系 の客員教 授で あった 東洋大 学の太 田 勇教

授 に厚 く御礼 申し上げます。

なお本 稿は, 1981 年 日本地理 学会春季学術大会において発表 した内容 に,加 筆修正 した もので ある。
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